
男女共同参画をテーマとした講座「世代間ギャップ

を扉に変える」が9月8日(日)燕市文化会館で開催され

ました。講座は毎年市民有志からなる実行委員が企画

し、今年はラジオパーソナリティの遠藤麻理さん、燕

市PR大使のいっすねー！山脇さんがゲストパネラーと

して登場しました。

講座では『違和感が残ったジェンダーエピソード』

を事前に参加者から募集し、ゲストパネラーのお二人

が寄せられたエピソードに関して軽快なトークを披露。

身近なエピソードを中心に、参加者は時に共感し、時

市民が企画した燕市男女共同参画講座が開催

燕市では「第4次燕市男女共同参画推進プラン」を策定しさまざまな取組を進めて

います。詳しくは公式ウェブサイトをご覧ください。

URL▶https://www.city.tsubame.niigata.jp/soshiki/kikaku_zaisei/2/26/index.html
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子どものランドセルの色は年々多様に

なっていく。もし息子が「ピンクがい

い」と言ったら自分はどうするだろう？

女の子が生まれ、周りの人に「女の子は

いいわね！家のこともしてくれるし～」

と言われる。女の子だから…？

女性リーダーを増やしたいからといっ

て、個人の能力ではなく「女性だか

ら」でリーダーになるのはどうなの？

ジェンダーや世代の違いによる認識のズレは、人

によっては非常に高い“壁”の様に感じてしまうかも

しれません。しかし、思い合い、話し合ってみれば、

実はその壁はドアノブが付いている“扉”かもしれな

い。そんな風に皆さんも考えてみませんか。

に疑問をもちながらそ

れぞれが考える機会を

得たようでした。


